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【はじめに】  「旅は最高のリハビリ！」とは有名な言葉だが、旅はなぜリハビリになる
のか。日常にも張り合いを与えると誰もが感じる（気分転換に旅行に行くとはよく聞かれ
る）この非日常的作業の意義や意味を明確にする必要があると考える。今回、失語症友の
会海外旅行団によるドイツ交流会とロマンチック街道の旅に同行した。始まりは、言語聴
覚士の遠藤尚志によるイギリス・スイスの旅であるが、その後 10 か所ほど行っている。
旅の形態は、①現地の失語症友の会との交流会、②観光、からなる。ボランティアスタッ
フとして医師、看護師、言語聴覚士、作業療法士が同行した。本研究は、旅に参加した数
名の失語症を持つ人とそのご家族、同行の医師へのインタビュー内容、旅での観察結果か
ら、旅の意義・意味について探索的に調査を行ったものである。  
【対象・分析方法】 対象：本旅行に参加した５組のご夫婦と同行した共同研究者である
医師。５組のご夫婦のうち、障害を持つ人はすべて夫であり、車椅子利用者は２名であっ
た。言語障害は５人とも聴覚的理解は比較的良好なるも表出は重度のブローカ失語である。
インタビューは主に旅の途中の食事の際や移動のバス中で行った。「なぜ旅をすることにし
たのか」という質問を皮切りに自由に語ってもらった。語りのほとんどは妻によるが、夫
も必ず同席し、妻の発言に対する意思確認を行えた。インタビューは録音せず筆記により
記録をした。インタビュー内容は匿名化し、研究以外の目的で使用することはない旨を伝
え了承を得た。分析方法：インタビュー結果を、１）旅の捉え方、２）旅のプラス要因・
マイナス要因、３）旅の相乗効果、に分類した。  
【結果】 １）旅の捉え方：「失敗はあまり考えない」「後で後悔したくない」「一度人生リ
セットしているのでせっかく生環したのだから非日常を経験したい」「生きた保険。海外旅
行して楽しんだから延命しないでいいと子どもたちには伝えたい」という、生・時間を最
優先で占有する意義のある作業として旅を捉えていることがわかる。２）旅のプラス要因： 
「仲間ができる」「目標が持てる」「未知へのわくわく感・世界遺産を見られることの感動」
「家にいると夫は一人ぼっちだが旅に出ると一緒にいられる」「情報がもらえる、先の見通
しがたつ」「夫のプラスの変化（自信、言葉・行動が出る、「また行きたい！」）」が挙げら
れた。マイナス要因：「健康リスク」「金銭面」「環境が変わることによる ADL 問題」「（旅
行手配、環境適応、健康リスク）一人で行くのは難しい」が挙がっていた。３）旅の相乗
効果：「行動すると膨らむ」があった。  
【考察】 「仲間ができる」には各人で色々な意義を見出している。ほっとできる空気感・
仲間が一緒にいる安心感、出会い、障害経験を共有できる、旅の思い出を共有できる、で
ある。また「目標を持てる」は、旅に行くために健康管理をする（遠い程）、である。今回
の旅の形態は何度かの企画によりほぼ固定化しているが、マイナス要因に適合しており、
旅へのハードルを下げていると考えられた。健康リスクへの対応、旅先での ADL 問題へ
対応するボランティアスタッフが同行していることである。今回の参加者にとって旅は最
優先に意義のある作業として見做されていた。それには旅から得られる未知感・本物感だ
けでなく、仲間の存在も大きい。そういう意味においても今回の旅の企画は当事者のニー
ズに即していたと言える。国内旅行を何度か行い参加したという人もいる。海外は不安も
大きいが、その分旅程を終えて帰ってきた際の達成感も大きい。経験から得た自信が次へ
の行動化に繋がると考える。第 47 回日本作業療法学会にて詳細な報告を予定。  
